
○都市公園法 （抄） 

 

（都市公園の設置基準） 

第三条 地方公共団体が都市公園を設置する場合においては、政令で定める都市公園の配置及び規模

に関する技術的基準を参酌して条例で定める基準に適合するように行うものとする。 

２ 都市緑地法（昭和四十八年法律第七十二号）第四条第一項に規定する基本計画（地方公共団体の

設置に係る都市公園の整備の方針が定められているものに限る。）が定められた市町村の区域内に

おいて地方公共団体が都市公園を設置する場合においては、当該都市公園の設置は、前項に定める

もののほか、当該基本計画に即して行うよう努めるものとする。 

３ 国が設置する都市公園（第二条第一項第二号ロに該当するものを除く。）については、政令で定

める都市公園の配置、規模、位置及び区域の選定並びに整備に関する技術的基準に適合するように

行うものとする。 

 

（公園施設の設置基準） 

第四条 一の都市公園に公園施設として設けられる建築物（建築基準法（昭和二十五年法律第二百一

号）第二条第一号に規定する建築物をいう。以下同じ。）の建築面積（国立公園又は国定公園の施

設たる建築物の建築面積を除く。以下同じ。）の総計の当該都市公園の敷地面積に対する割合は、

百分の二を参酌して当該都市公園を設置する地方公共団体の条例で定める割合（国の設置に係る都

市公園にあつては、百分の二）を超えてはならない。ただし、動物園を設ける場合その他政令で定

める特別の場合においては、政令で定める範囲を参酌して当該都市公園を設置する地方公共団体の

条例で定める範囲（国の設置に係る都市公園にあつては、政令で定める範囲）内でこれを超えるこ

とができる。 

２ 前項に規定するもののほか、公園施設の設置に関する基準については、政令で定める。 

 


